
徘徊・新生児見守りシステム
特定
小電力
無線タグ

徘徊入居者・患者の施設抜け出し監視

Real Time Location System

VPSの基本機能
■リアルタイムロケーション
人、物の現所在を反映します。
■所在検索
氏名やID、機器の名称、型式などをキーワードにした検索検
索により、入居者・患者の所在、必要機材の所在を図面上で
確認できます。
■導線再生
入居者・患者、機器の動きを再現できます。再現は一機器の
動きでも、全機器の動きでも任意の期間で再現できます。

二次元平面での対象物の動きと検出イメージ。

特定小電力無線タグを使用した位置検出。

特定小電力無線応用では到達時間と電波強度の影響を
加味して、設置場所の決定をおこない、精度を確保します。

使用

入居者・患者を見守り、危険を通知します。

さらに、新生児の連れ去り監視まで。
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タグの位置情報を元に、
危険性を判定し表現します。

■MAP上に、患者の所在を表現します。
■患者の状態がアイコンの周りの色によっ
てひと目でわかるようになっています。
■近傍にいる患者も一覧で確認できます。
■アラームは警告音で、画面点滅で、強制
通知できます。

■新生児監視の場合は、親や看護師など
特定の人と新生児の組み合わせ以外で、
単独検出されると、アラーム対象となり
ます。

■徘徊患者は規定の病棟やフロアから検
出されなくなると、アラーム対象となり
ます。

■患者に危険が迫ると、強制アラーム通知
システムによって、どこにその患者が
いるか、その移動を追跡し、逐次報告
します。

■詳細情報画面では、アラームページに
移動の履歴が表示されます。

■問題への対処結果を記録できます。


	VPS_a.pdf
	VPS_b.pdf

